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１） 災害時における日本海側の港と太平洋側の港との繋がり（東日本大震災）

○東日本大震災発生後、北海道と本州を結ぶ物流において、従来利用されていた交通機関のＪＲ貨物や太平洋岸の
フ リ が運航を中止

【小樽～新潟間】 【小樽～舞鶴間】（台） （台）

【 樽港 】

フェリーが運航を中止。

○太平洋側発着フェリーの代替手段として、小樽港発の日本海側フェリーにて支援物資や自衛隊を輸送するとともに、
運航本数が多い青函航路へ物流トラックが転換。

【小樽港（フェリー）】
■通常期
・小樽～舞鶴（１便／日）
・小樽～新潟（１便／日）

■震災後
・3.11 欠航
・3.12 小樽～舞鶴間復旧

小樽 新潟間復
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苫小牧港フェリーの状況

太平洋側からの転換

・3.17 小樽～新潟間復旧

【函館港（フェリー）】
■通常期
・函館～青森（16便／日）
函館～大間（ 2便／日）

■震災後
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資料：H23年度事業者ヒアリング調査／北海道開発局

【震災直後】
・大津波警報の為、港閉鎖
【その後】
・14日夜、日本海側航路の運航再開

震
・3.11 欠航
・3.12 函館～青森間復旧
・3.17 函館～大間間復旧

代替経路上に、国際標準コンテナの通行支障
箇所が存在
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苫小牧港から運航本数の多い青函フェリー
利用へ転換

鉄道輸送の状況 （台）
【苫小牧発着フェリー利用台数】【函館発着フェリー利用台数】
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【震災直後】
・東北・北海道内の各線運転中止
・JR貨物は、青函トンネルで運転中止
【その後】
・15日青函トンネル運行開始
・日本海側を利用して東京以南への運行開
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始（20往復中4往復のみ）
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資料：H23年度事業者ヒアリング調査／北海道開発局
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２） 災害に強い高速道路のダブルネットワークのイメージ

※出典 第10回新成長戦略実現会議（平成23年６月２４日、内閣官房）における大畠国土交通大臣提出資料 Ｐ６※出典 第10回新成長戦略実現会議（平成23年６月２４日、内閣官房）における大畠国土交通大臣提出資料 Ｐ６
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３） 震災前後の観光動向

○震災直前の一週間は出国者数が１４万人であったが、震災直後は一週間で２４万人を超える出国者数となった
○入国者数は震災直後１５万７千人から５万１千人まで落ち込んだが ４月からは１０万６千人まで増加し 回復傾向
○震災直前の一週間は出国者数が１４万人であったが、震災直後は一週間で２４万人を超える出国者数となった
○入国者数は震災直後１５万７千人から５万１千人まで落ち込んだが ４月からは１０万６千人まで増加し 回復傾向○入国者数は震災直後１５万７千人から５万１千人まで落ち込んだが、４月からは１０万６千人まで増加し、回復傾向
○震災後、５月の前年度比で外国人は半減しているものの国内客は微増
○北海道内の観光入り込み客数の８割以上を占める道内観光客に対するバスツアー等へも影響

○入国者数は震災直後１５万７千人から５万１千人まで落ち込んだが、４月からは１０万６千人まで増加し、回復傾向
○震災後、５月の前年度比で外国人は半減しているものの国内客は微増
○北海道内の観光入り込み客数の８割以上を占める道内観光客に対するバスツアー等へも影響

▼震災前後の外国人の動向（全国）

250 000
(人)

入国者数
(人)

出国者数

150,000

200,000

250,000

震災発生

徐々に回復傾向

244 418

150,000

200,000

250,000
(人)

震災発生 減少傾向

156,579

58,195 50,651

87,459
105,577

0

50,000

100,000

139,784

244,418

148,930

79,228
56,102

0

50,000

100,000

資料：法務省入国管理局報道発表資料（Ｈ23.4.15公表）

▼震災前後の外国人の動向（ニセコ）

3/5～3/11 3/12～3/18 3/19～3/25 3/26～4/1 4/1～4/83/5～3/11 3/12～3/18 3/19～3/25 3/26～4/1 4/1～4/8

●現在までの震災へ影響について

・国内→ニセコへの観光客は、前年と比べ若干の増加傾向。 758
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単位：万人▼北海道観光入込客数 ▼観光入込客割合
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道内客が８割強
を占める

国内 セ の観光客は、前年と比 若干の増加傾向。

・５月の修学旅行等、これまで東北に需要があった観光が、震災や節電の影
響で北海道にシフト。

・外国人は前年の５月と比較して５割程度に落ち込んでいる。

・５月の宿泊客は、国内客が約98％を占める。道内客が前年比116％、道外
客が104％、トータルで前年比107％。
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●冬期観光の見込みについて

・オーストラリア：震災と米ドル安の影響があり、北米への流出が懸念。

・香港・シンガポール：冬には回復の見込み。北海道ブランドが浸透しており、
競合する地域も少ない。福島第1原発との距離感等もよく理解されている。

●震災の影響による外国人移住者の動向について

道内客 道外客 外国人客

道外客を迎えて、道内をバスで巡るツアー、北海道から東北・関東へ桜を

見に行くツアーは、ほぼ中止。ツアーの中止、キャンセルによる被害額は

▼観光バスツアーへの震災の影響（道内客）

資料：H21北海道観光入込客数調査報告書／北海道経済部観光局

資料：H23年度事業者ヒアリング調査/北海道開発局

●震災の影響による外国人移住者の動向について

・震災の影響により、一時的に不動産取引が落ち込んでいるためか、子供へ
の放射能の影響を懸念しているのか原因は特定でいきないが、本国に戻って
いる移住者はいると感じている。

見 行く ア 、 中 。 ア 中 、キャ る被害額

億円単位に上る。

道内客をターゲットにした道内を巡るツアーでは、津波による通行止で、

函館湯ノ川のツアーが１～２本中止になった。

資料：H23年度事業者ヒアリング調査／北海道開発局 3



４） 地震国・日本と高速道路ネットワーク

※出典 第７回高速道路のあり方検討有識者委員会（平成23年7月14日）における東日本大震災を踏まえた緊急提言（案） データ集P34※出典 第７回高速道路のあり方検討有識者委員会（平成23年7月14日）における東日本大震災を踏まえた緊急提言（案） データ集P34 4



５） 北海道における地震発生履歴と活断層・海溝型断層位置図

○北海道では太平洋側、日本海側の両方に大地震を引き起こした海溝型地震の発生源があり、津波災害の危険を抱え○北海道では太平洋側、日本海側の両方に大地震を引き起こした海溝型地震の発生源があり、津波災害の危険を抱え
ている

○北海道付近には海溝型の断層が集中している
ている

○北海道付近には海溝型の断層が集中している

▼北海道の活断層・海溝型断層位置図

▼北海道に被害をもたらした地震の発生履歴

▼主な被害地震発生箇所

▼北海道に被害をもたらした地震の発生履歴

1611年12月2日 三陸沿岸および北海道東岸 8.1 津波により死者多数。

1792年6月13日 後志 7.1 津波により死者５。

1833年12月7日 羽前・羽後・越後・佐渡 7.7 津波と地震動により、死者４２、家屋破損１０３。

1834年2月9日 石狩 6.4 石狩川河口付近を中心に被害。住家全壊２３。

1843年4月25日 釧路・根室 7.5
釧路で４～５ｍの津波。釧路、根室で溺死４６、家屋破
損７５。

1856年8月23日 日高・胆振・渡島・津軽・南部 7.5 北海道南岸一帯に津波。函館で浸水あり。

西暦 地域（名称）
マグニ
チュード

主な被害

1894年3月22日 根室南西沖 7.9
根室、釧路、厚岸に被害。死者１、負傷者６、住家全壊
１２。

1896年6月15日 （（明治）三陸地震津波） 8.2 十勝から函館までの沿岸で津波により被害。死者６。

1915年3月18日 広尾沖 7.0 帯広地方で被害。死者２。

1933年3月3日 （三陸地震） 8.1
津波により被害。死者１３、負傷者５４、家屋倒壊４８，
同流失１９。

1938年5月29日 屈斜路湖付近 6.1 死者１、住家全半壊７。

1940年8月2日 神威岬沖 7.5
天塩、羽幌、苫前を中心に津波等により被害。死者１
０、家屋全壊２６。

1952年3月4日 （十勝沖地震） 8 2
太平洋沿岸一帯に津波により被害。死者・行方不明者
３３ 住家全壊 同流失

資料：日本の地震活動
（地震調査研究推進本部）

1952年3月4日 （十勝沖地震） 8.2
３３、住家全壊８１５、同流失９１。

1959年1月31日 弟子屈付近 6.3 弟子屈、阿寒を中心に被害。住家全壊２。

1960年5月23日 （チリ地震津波） 9.5
津波により被害。死者・行方不明者１５、負傷者１５、
住家全壊３８、同流失１５８。

1968年5月16日 （十勝沖地震） 7.9
南西部地域を中心に、津波により被害。死者２、負傷
者１３３、住家全壊全焼２７．

1970年1月21日 北海道南部 6.7 日高支庁に被害。負傷者３２、住家全壊２。

1973年6月17日 （根室半島沖地震） 7.4
津波と地震動により釧路・根室支庁に被害。負傷者２
８、住家全壊２。

1982年3月21日 （Ｓ５７年浦河沖地震） 7.1 日高支庁沿岸を中心に、負傷者１６７、住家全壊１３。

渡島 檜山 奥尻に津波と地震動により被害 死者
1983年5月26日 （Ｓ５８年日本海中部地震） 7.7

渡島・檜山・奥尻に津波と地震動により被害。死者４、
負傷者２４、住家全壊９。

1993年1月15日 （Ｈ５年釧路沖地震） 7.5
釧路支庁に被害。死者２、負傷者９６６、住家全壊５
３。

1993年7月12日 （「Ｈ５年北海道南西沖地震」） 7.8
奥尻島を中心に、津波と地震動により、死者・行方不
明者２２９、負傷者３２３、住家全壊６０１。

1994年10月4日 （Ｈ６年北海道東方沖地震） 8.1 釧路・根室支庁に被害。負傷者４３６、住家全壊６１。

2003年9月26日 （Ｈ１５年十勝沖地震） 8.0 死者１、行方不明１、負傷者８４７、家屋全壊１１６。

2004年11月29日 釧路沖 7.1 負傷者５２。

2008年7月24日 岩手県中部〔岩手県沿岸北部〕 6 8 負傷者１

資料：地震調査研究推進本部

2008年7月24日 岩手県中部〔岩手県沿岸北部〕 6.8 負傷者１。

2011年3月11日 （Ｈ２３年東北地方太平洋沖地震 9.0
死者１、負傷者３ （２０１１年５月１８日現在、警察庁調
べ）。

資料：地震調査研究推進本部事務局（文部科学省研究開発局地震・防災研究課）、
H20年度札幌市防災会議

5



６）震災後の北海道の農業動向

○震災後は道産の食材の需要が高まり、小樽港フェリーの搭載率も３割程度増加

馬鈴薯

○震災後は道産の食材の需要が高まり、小樽港フ リ の搭載率も３割程度増加
○震災後は特に道産乳製品の需要が高まり、生産量で約３割増加
○関東・東北の農産品の出荷制限による道産野菜の重要性が高まる可能性

▼震災後の生乳生産量の増加▼震災前後の小樽港フェリーのコンテナ積載台数
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は、道内転送や道内
乳業工場で処理
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▼震災後の小樽港フェリーの状況

資料：H23年度事業者ヒアリング調査／北海道開発局

■その他ヒアリングでの意見
函館港

北海道 東北 その他

183  180 200 

道外飲用向は4
月以降増加

資料：平成21年牛乳乳製品統計

・通常時の小樽港フェリーのトラック最大積載

・積載品目は芋や玉葱などが3～４割程度増加。

・震災直後はほぼ100%の積載率で、
平常時の1.4倍となる約150台の積載台数。

■その他ヒアリングでの意見

・茨城・栃木の乳牛が東日本
大震災の影響で室内飼育と
なり、生産量が減少してい
るため、今後も道内の生乳
移出量は拡大する見込み。

142 
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(百
ト
ン
)

道外飲用向生産量

約３割増産

台数は、新潟便158台、舞鶴便146台
・通常時の積載率は約７割（約100台）

資料：H23年度事業者ヒアリング調査／北海道開発局

・舞鶴便は3月18日まで、新潟便は5月の連休
まで混雑が続いた。

・混雑時、コンテナの滞留が通常の2～3倍
程度増加 日立港へ 東京港へ

通常時の輸送

震災時の輸送

資料：関係団体ヒアリング調査
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資料：H23年度運送業者ヒアリング調査
／北海道開発局



７） 鉄道貨物輸送と陸路輸送の状況

○道内－道内間の貨物輸送量は減少しているが、道内－道外間はＨ12年以降同程度で推移しており、うち鉄道○道内 道内間の貨物輸送量は減少して るが、道内 道外間は 年以降同程度で推移しており、うち鉄道
輸送は１割程度

○通常時は2,400個/日のＪＲコンテナが、有珠山噴火時には約１割の230個/日にまで減少

80,000

100,000
フェリー 鉄道

内航海運 航空

▼北海道内の機関別貨物輸送量推移 ▼道内－道外間の機関別貨物輸送量推移
（単位：千トン） （単位：千トン）

鉄道輸送が占める割合
は１割程度

500,000

600,000
自動車 鉄道

内航海運 航空

20,000

40,000

60,000

300,000

400,000

0

20,000

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
資料：数字で見る北海道の運輸（H22年度版）

▼有珠山噴火時の鉄道輸送転換

200,000

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

▼有珠山噴火時の鉄道輸送転換
平時輸送量（ＪＲ室蘭本線）
ＪＲコンテナ 2,400個／日噴火時輸送量

(ＪＲ函館本線)
ＪＲコンテナ
230個／日

が

鉄道通行
不能箇所

230個／日

・ＪＲ室蘭本線不通によりＪ
Ｒ函館本線に振り替えた
が 輸送能力不足により

・有珠山周辺の道路網が通行止めになった
ことで札幌－函館間のトラック輸送、鉄道輸
送貨物に影響した。

・対応としては、札幌－函館間の鉄道輸送貨

資料：H12有珠山噴火に伴う影響調査
北海道開発局 資料：運送事業者ヒアリング調査（Ｈ12）

が、輸送能力不足により、
トラック代行輸送を行うも、
コンテナは滞留

物はトラック代行輸送にて対応した。
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８） 広域ネットワークと環状機能の結びつき

○後志は道内の約２割の観光入込客数を占め、中でもニセコ・羊蹄エリアは約半数を占める重要なエリアであるが、
道 全 峠越 が な 道 慣れな観 客 きな負担国道でのアクセスルートは全て峠越えが必要なため、道に不慣れな観光客には大きな負担

○小樽・札幌・登別等の人気観光エリアとニセコ・羊蹄エリアを結ぶ高速ネットワークがなく、移動時間の面で周遊観
光は困難な状況だが、黒松内余市道路の整備により周遊観光や広域観光ツアーが企画される可能性

新たな周遊観光企画ツアー▼道央圏の主要観光エリア図 ▼新たな観光ルートの可能性

既存の主要ツアー

洞爺湖を経由し、函館・大沼で
宿泊するツアーが主流。国道
５号を経由するツアーは迂回
感があることや時間のロスが

黒松内余市道路ができると「札幌→北広島→千歳
→洞爺→ニセコ→余市→小樽→札幌」を巡る「一周

ツアー」など、新たな日帰り道央圏周遊のニーズが
生まれると期待している。

道央一周ツアー

稲穂峠

毛無峠

中山峠
新 広域観光企

大きいことから、ツアーを組み
づらい。

洞爺経由函館ツアー

美笛峠

新たな広域観光企画ツアー

黒松内余市道路を利用すれば、迂回感もな
く、道央～道南（札幌→小樽→余市→ニセコ
→函館）のツアーで、往路と復路で別の経路

を通り、違った景色を楽しめる。また縦貫道
を利用するより走行経費削減が図られ 集

資料：H22年度事業者ヒアリング調査／北海道開発局

を利用するより走行経費削減が図られ、集
客力も向上する可能性がある。

ニセコ経由函館ツアー

▼後志管内観光入込み客数シェア 資料：H22年度事業者ヒアリング調査／北海道開発局

▼後志管内外国人入込み客数推移

3,081

2 ,699

1 565

1 ,9442 ,057

2 ,602

（百人） 3,081

▼後志管内観光入込み客数シェア

その他

ｵｾｱﾆｱ

その他アジア

香港224 227

294

379

285 295307

384

239300

400

500

(千人）

▼ニセコ・倶知安の月別観光入込客数

南部エリア
2%

果実エリア
5%

後志
2,018万人

15%

その他
11,081万人

85%

後志は道内の
約２割を占める

観光入込み客数。

冬期も観光入込が多い

80
285 303

468
701

1 ,018

1 ,565

Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

N=132,821 台湾

韓国

224

166

227

163

72

0

100

200

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

資料：入込客数はH21北海道観光入込客数調査報告書/北海道経済部観光局

積丹エリア
10%

小樽エリア
34%

ニセコ・羊蹄
エリア
49%

ニセコ・羊蹄エリアは
約５割を占める
重要なエリア
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